A study of Noh in the Chofu clan by 表 きよし
長府藩の能楽
著者 表 きよし
出版者 法政大学能楽研究所
雑誌名 能楽研究
巻 28
ページ 1-36
発行年 2004-04-10
URL http://hdl.handle.net/10114/6678
１ 
長府藩は、城下町である府町と港町・商人町である赤間関町という二つの都市を中心とする外様中藩であり、初代
藩主は穂井田元清（毛利元枕の四男）の子毛利秀元であるｃ秀元は始め毛利輝元の養子となったが、秀就が生まれたた
めに慶長四年（モババ九）に長円・周防地域を分知されて一家を建てた《》関ヶ原合戦により輝元は所領を大幅に減封さ
れ
た
た
め
、
秀
兀
は
長
府
に
分
封
さ
れ
て
長
府
藩
主
と
な
っ
た
。
長
府
滞
の
当
初
の
和
尚
は
二
刀
六
千
一
一
ｈ
打
だ
っ
た
が
、
天
明
式
年
一一七八三）以後の公称高は五万石である。
萩藩を宗藤とし、さほど規模は大きくなかった長府藩だが、能楽に対しては宗辮同様に積極的だったようで、多く
の能役者を召し抱えていた。萩毛利家の能楽については竹本幹夫氏・樹下文隆氏によって研究が進められているが、
長府毛利家の能楽については今までさほど注目されていなかったように思われる。近年『下関市史・資料編』が刊行
され、「蝋浦藩旧記」（蕊府滞は明治《・年六月に藩名を暇揃辮と改めた）などの江戸川の腿府滞関係史料が活字化されたこ
長
府
藩
の
能
楽
(よ
じ
め
に
表
き
よ
し
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２ 
〔
１
室
町
末
期
の
忌
宮
神
社
神
事
能
〕
長
府
で
は
長
府
藩
成
立
以
前
か
ら
能
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
。
府
町
に
あ
る
忌
宮
神
社
は
長
門
国
の
二
宮
で
あ
り
、
「
大
内
家
壁
書
」
に
一「長府御祭礼之事」として一宮・二宮の祭礼における留意事項が記されているから、大内氏時代から盛大な祭礼が行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
祭
礼
で
能
が
減
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
天
正
九
年
（
（
八
・
）
の
「
二
宮
御
神
事
御
能
法
度
」
（
忌
宮
古
文
書
六
五
・
七
四
。
忌
宮
神
社
発
行
「
長
門
国
二
宮
忌
宮
神
社
文
書
」
所
収
）
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
当
時
の
忌
宮
神
社
の
祭
礼
は
、
七
月
七
日
か
ら
九
日
が
念
仏
、
十
日
か
ら
十
三
日
が
風
流
、
十
四
・
十
五
日
が
能
と
い
っ
た
内
容
で
、
こ
の
ほ
か
に
山
車
も
出
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
「
一
於
御
能
組
者
、
四
ヶ
町
共
二
兼
而
聞
合
之
、
互
二
さ
、
わ
り
な
き
様
二
可
相
定
事
」
．
四
ヶ
町
之
本
能
二
相
障
ル
風
流可為停止事‐｜といった記述が見られるので、能は北町・南町・亀甲町・惣社町の四つの町がそれぞれに出したらし
い
。
シ
テ
か
ら
地
謡
に
至
る
す
べ
て
の
役
を
町
人
が
担
当
し
た
の
か
、
後
述
す
る
江
戸
期
の
神
事
能
の
よ
う
に
地
謡
だ
け
を
町
人
が
担
当
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
町
人
の
中
に
謡
や
雌
子
の
嗜
み
の
あ
る
者
が
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
彼らが誰に指導を受けたのかもわからないが、大内氏時代から様々な能役者が山口を訪れているし、上京して謡など
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
長
府
藩
の
能
楽
に
つ
い
て
考
察
す
る
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
府
滞
の
能
楽
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
下
関
文
書
館
〈
下
側
市
立
艮
府
図
諜
館
了
下
関
市
立
長
府
博
物
館
・
山
口
県
文
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
諸
資
料
の
調
査
を
通
し
て
長
府
藩
の
能
楽
に
つ
い
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
長
府
藩
の
能
の
催
し
や
長
府
藩
お
抱
え
能
役
者
な
ど
に
つ
い
て
以
下
に
考
察
を
試
み
た
い
。
長
府
藩
の
能
楽
の
催
し
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３長府藩の能楽
とある。神事能の最中に山車が境内を出入りするためたびだひ能に支障が起こり、そのことが広島にいる毛利氏家臣
の
佐
瀬
元
嘉
に
注
進
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
四
か
町
の
代
表
者
が
以
後
能
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
と
い
う
連
署
諜
状
（
忌
宮
古文響八六）を提出した。「律成寺書状」はそれに対して仲介役の律成寺から送られた返書である。長府の神駆能のト
ラブルが佐瀬元嘉に注進されていることや、「守護式御能」という言葉が使われていることからすると、神事能には
毛利家が関与していたことが推測される。神事能を行う費用は毛利家から支給されるといった蝋情があったのだろう。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
長
府
藩
成
立
以
前
か
ら
長
府
で
能
が
行
わ
れ
、
し
か
も
町
人
が
そ
れ
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
長
府藩が宗藩である萩藩とは別に能役者を召し抱えたのも、すでに忌宮神社で毎年神事能が行われ、長府に能がすっか
り
定
着
し
て
い
た
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
〔
２
江
戸
期
の
忌
宮
神
社
神
事
能
〕
江戸期の忌宮神社神事能については豊浦藩旧記第三十四冊一寺社奉行役坐雑記」〈「下関市史資料編Ｉ」所収）に詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
き
な
が
ら
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
。
神
事
能
は
毎
年
七
月
十
五
日
と
八
月
十
五
日
に
行
わ
れ
を習った者もいたのだろう。後述する寅菊がたびたび長府を訪れて指導に当たっていた可能性も考えられる。
また忌宮古文書八七の慶長三年二五九八）付「律成寺書状」には、
当
社
毎
年
七
月
御
神
事
能
付
而
、
北
之
町
車
山
社
内
上
下
之
出
入
三
ヶ
町
与
申
結
之
御
神
事
相
支
候
之
問
、
至
広
島
佐
世
元
嘉
様
粗
遂注進候殉、国分寺高久長老・長願寺依御栫、所詮如往古之御神前能相過候者山之儀可引下侯、然者守護式御能
不及沙汰可相勉之由申付而相定候、然間残三ヶ町之山茂以来北山同前一一可想惣之由申付侯、為後日鶉付遣置候、
佃
状
如
件
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４ 
た。七月十五日の能は暮六時より松明を灯して行われたので「燐火能」（たきびのうと読むか）と称されたというｃ八
月
は
能
七
番
・
狂
言
五
番
、
七
月
は
能
五
番
・
狂
言
三
番
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
八
月
十
四
日
に
は
住
吉
神
社
（
及
川
同
奎
樹
）
で
〈式三番〉が奉納された。神事能のうち七月分は「下之能」とも言われ、その費用は現米二十石を郡中から集めて市中
に貸し付け、その利息によって運営された。また八月分は一「御能」と言われ、藩主から寄進された現米十石をもとに
行
わ
れ
た
。
七
月
分
に
は
長
府
藩
の
支
滞
で
あ
る
消
末
藩
主
か
ら
四
匁
三
分
の
御
初
穂
銀
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
五
月
十
五
日
に
町
会
所
に
お
い
て
七
月
神
事
能
の
番
組
が
決
定
さ
れ
、
神
事
能
を
担
当
す
る
金
屋
町
・
惣
社
町
・
南
之
町
・
中
浜
町
か
ら
五
人
ず
つ
当
番
頭
が
選
ば
れ
る
と
、
い
よ
い
よ
神
事
能
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
る
。
八
月
の
番
組
は
六
月
八
日
・
九
日
に
決
め
ら
れ
た。神小能には藩お抱えの能役者が出演したが、ツレ・ワキッレは町人が勤めることもあった。地謡は府川の町人が
担当したので、出演者を定めて稽古が開始された。地謡役となった者や衣装着せ・脇鼓後見役になった者は町人に課
さ
れ
る
役
儀
の
一
部
が
免
除
さ
れ
た
も
の
の
、
藩
の
能
役
昔
か
ら
指
導
を
受
け
る
た
め
の
費
用
な
ど
負
担
は
重
か
っ
た
。
し
か
し
、
神
事
能
に
川
櫛
す
る
こ
と
は
名
瀞
と
さ
れ
、
多
く
の
町
人
が
神
珈
能
川
滅
の
機
会
を
待
ち
望
ん
で
い
た
ら
し
い
。
六
月
の
土
用
の
時
期
に
は
御
用
所
御
客
屋
で
能
装
束
の
虫
干
が
行
わ
れ
、
七
月
に
入
る
と
能
舞
台
の
組
み
立
て
が
始
ま
る
ｃ
忌
宮
神
社
に
は
常
設
舞
台
が
な
か
っ
た
の
で
、
演
能
の
た
び
ご
と
に
組
み
立
て
ら
れ
た
。
六
つ
の
町
か
ら
人
が
出
で
作
業
が
行
わ
れ
た
た
め
、
｜
Ｈ
・
二
日
も
あ
れ
ば
完
成
し
た
よ
う
だ
。
演
能
前
日
に
は
桟
敷
割
も
終
わ
り
、
当
日
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
忌
宮
神
社
神
事
能
の
桟
救
の
様
子
は
下
関
文
書
館
蔵
毛
利
家
文
書
『
長
府
藩
能
舞
台
桟
敷
割
図
」
に
よ
っ
て
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
桟
敷
割
図
は
宝
暦
十三年（一七六三）頃のものとされ、どこの桟敬を誠に割り当てたかが細かく記されており、多くの観客が能を楽しん
だ様子が想像できる。『寺社奉行役坐雑記」には当日鏡の間に張り出される「神事能捷」も収録されており、楽屋で
は
行
儀
よ
く
す
る
こ
と
、
楽
屋
へ
無
関
係
の
人
物
を
連
れ
て
こ
な
い
こ
と
、
切
戸
や
幕
際
か
ら
覗
き
見
し
な
い
こ
と
と
い
っ
た
細
々
と
し
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５艮府藩の能楽
た注意が記されている。また、下関文書館蔵毛利家文書『忌宮神社神事能規則書」からは、神事能に必要な物品のう
ち
ど
れ
を
ど
の
町
が
用
意
す
る
か
も
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
出
演
者
だ
け
で
な
く
観
客
に
と
っ
て
も
神
事
能
は
貴
重
な
観
能
の
機
会
だ
っ
た
が
、
羽
目
を
は
ず
す
観
客
も
い
た
よ
う
で
、
藩
は
役
人
を
出
し
て
警
護
に
あ
た
っ
た
ほ
か
、
観
客
に
対
し
て
様
々
な
注
意
を
通
達
し
て
い
る
。
豊
浦
藩
旧
記
第
十
三
冊
『
御
代
々
被
仰
出
書
」
の
天和三年（一六八三）九月の通達には「一神事能諸士見物之時分も、桟敷ニハ毛醍其外目二立候物ヲ懸、丼金之屏風
ヲ立候儀可Ⅲ捨事、付同所――て食物之器物、白木之木具折井蒔絵之類一切無用之躯」とあり、桟倣で見物する際に派
手な装飾や道具を持ち込む事例の多かったことが窺える。また文化十四年（八一七）頃には、
二ノ宮神事能之節桟敷解之儀、先年度々及沙汰候処、近来濃二相成候哉一一相聞へ候間、前々之通能相済、警固之
御役人引取候上、警固桟敷之幕引せ侯を見受候ハ、解可申候、夫より内少し二ても於解掛候ハ、明和五子年及沙
汰
候
逝
桟
赦
召
上
候
、
尚
亦
寸
法
労
御
定
之
通
弥
心
得
述
無
之
様
各
支
配
中
へ
可
被
柵
触
候
、
以
上
と
い
う
通
達
が
出
さ
れ
て
お
り
、
神
事
能
が
終
わ
る
と
勝
手
に
帰
ろ
う
と
す
る
見
物
人
が
多
い
の
で
、
役
人
の
指
示
に
従
っ
て
退
出
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
思
い
思
い
に
能
を
楽
し
も
う
と
し
て
い
る
観
客
に
と
っ
て
、
行
儀
に
つ
い
て
う
る
さ
く
指
示
す
る
藩
の
通
達
は
堅
苦
し
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
〔３亀山神社神事能〕
府町の忌宮神社神事能に対し、赤間関町では亀山神社で神事能が行われていた。戦災などにより、亀山神社には神
事能に関する資料は何も残されていないようだが、旭山房主人氏が一亀山能」（「郷土」第六集。昭Ⅶ三十八年五川。下
側郷土会）において様々な資料を用いながら屯山神社神事能の様子を紹介している｛昭和三十九年司川発行の「ｒ関巾山
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６ 
年
に
一
度
の
観
能
の
機
会
を
大
い
に
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
は
赤
間
関
町
の
人
々
も
同
じ
で
あ
り
、
有
力
な
商
人
た
ち
の
尽
力
に
よ
っ
て運営された神事能だけに、派手な見物を行って役人に目をつけられることもあったようである。「伊藤家（本陣）文
書」（「下関市史資料篇Ⅲ」所収）の中に、宝暦十二年（一七六二）に藩から赤間関町の大年寄である伊藤助大夫盛昭に
関
し
て
出
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
連
署
奉
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
右
者
、
去
ル
十
五
日
亀
山
神
事
能
之
節
、
廻
廊
桟
敷
相
櫛
致
見
物
候
由
、
当
年
之
儀
は
前
廉
及
沙
汰
候
筋
も
有
之
、
其
上
例
年
御
役
人等被差出事侯は、妾右体之儀、急度可令勘弁之処無其儀、身柄令忘却、不調事候、近年専権威ヶ間敷、市中取
根光氏蔵）が残されている。
忌
宮
神
社
神
事
能
は
四
か
町
を
中
心
に
運
営
さ
れ
た
が
、
亀
山
神
社
神
事
能
は
商
人
町
で
の
神
事
能
だ
け
に
、
実
施
に
あ
た
っ
て
有
力
な
商
人
た
ち
が
様
々
な
形
で
関
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。
経
費
の
一
部
と
し
て
藩
か
ら
現
米
十
石
が
支
給
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
藩
の
財
政
が
悪
化
し
て
援
助
が
乏
し
く
な
っ
た
際
に
は
桟
敷
の
一
部
を
有
料
に
す
る
な
ど
の
努
力
を
行
っ
て
お
り
、
能
舞
台
の
再
建
や
桟
敷
の
販
売
な
ども、有力商人に負うところが大きかった。屯山神社の神事能に関しても「亀山能桟敷割図」（本陣伊瀧家文沙。伊藤
め
翌
年
再
建
さ
れ
た
。
藩制ｌ明治前期．｜にも同内容の記述がある）ので、これに基づきながら様子を見ておくことにしたい。
亀
山
神
社
の
神
事
能
は
毎
年
九
月
十
五
日
で
、
能
五
番
・
狂
言
三
番
が
演
じ
ら
れ
た
。
長
府
群
初
代
藩
主
秀
元
が
風
波
の
雛
を
受
け
た
時
、
亀
山
の
祭
神
が
救
助
し
た
の
で
、
そ
の
報
恩
の
た
め
翁
面
が
寄
進
さ
れ
、
秋
の
祭
礼
に
演
じ
さ
せ
た
こ
と
が
神
事
能
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
地
謡
は
赤
間
関
町
の
町
人
が
担
当
し
、
六
月
八
日
・
九
日
に
そ
の
年
の
番
組
が
決
ま
る
と
、
府
町
か
ら
藩
の
能
役
者
を
招
い
て稽古に励んだ。亀山神社には元禄三年（一六九○）創建とされる常設の能舞台があった。本舞台は三間四方、橘掛り
は長さ四間半・幅一間、楽屋は囚間に二間半という立派な舞台だったが、文政十一年（一八二八）の台風で倒壊したた
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７長府藩の能楽
捌方も我儀仕、心得違之廉有之由相聞、重畳不届一一候、依之先蟄居申付候条、此段可被申渡候、以上
神事能見物の際の行いがよくないという理由で蟄居を命じられたのだが、むしろ経済力豊かで勢力のある商人を快
く思っていない役人が、神事能にかこつけて処罰を下したというのが真相だろう。同書には「右者、御馳走等未差上
候付、此度金子百両差上度之由願出候段被申出、令承知、神妙之事候、願之通被召上候条、此段可被申渡候、以上」
という十月十五日付の藩からの連書奉書も収録されているので、結局伊藤助大夫は藩に百両を差し出すことによって
蟄
居
を
免
じ
ら
れ
た
ら
し
く
、
な
ん
と
も
高
い
神
事
能
見
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
〔４神事能の縮小〕
長府藩成立以前からの長い歴史を持つ神事能であるが、文化十四年二八一七）に大幅な縮小が行われることになっ
た。豊浦藩旧記第十三冊『御代々被仰出書一に次のような文書がある。
此度重御仕組御仕法被仰出候付、御吟味之筋を以、以来二宮神事能井九月亀山神事能翁計り興行被仰出候、蒜し
一一一社神事能之儀ハ往古より格別之思召二て被仰付来候儀二付、二宮八月神事能御在邑年ハ是迄之通二て能番数祝
言とも一一五番之外不被仰付候、尤御留守年ハ部て翁計り興行被仰付候、右二付てハ以来仕手連・脇連・地謡・脇
鼓・狂言方連共二都て町家之者一切罷出候儀差留候間、右夫々之役ハ能役者中申談間無之様神事能可相勤侯、若
能役者之内心得遠――て右之趣致違背候者於有之、屹度重キ曲事被仰付候条、此段手堅可有沙汰候、以上
財政状況の悪化などから、神事能は〈翁〉だけとし、八月の忌宮神社神事能に限り藩主在国の年だけは能五番を演じ
るという思い切った縮小を藩は命じたのである。また神事能の地謡などに町人が出演することも禁じているから、神
事能に出演することや神事能を見物することを楽しみとしてきた町人にとっては耐えがたい処置だったろう。また藩
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８お抱えの能役者にとってもこの命令は厳しいものだったはずである。自分達の出演機会も大幅に減るし、町人たちを
指導することによって得られた収入が途絶することにもなるのだから、大きな打撃だったろう。
神事能の縮小は文政十二年一一八二九）になってようやく解除された。「毛利家乗』巻之二十五に「是年諸社二於テ
葵スル所ノ散楽旧二復ス、是ヨリ先キ半ハ之ヲ廃ス、今復タ初メニ復ス」とある。「半ハ之ヲ廃ス」とあるように、
〈翁〉だけでは神事能は廃止されたも同然だった。能役者を始めとして多くの人々が安堵したことだろう。
復活した神事能は明治初年に至るまで順調に行われたらしい。年に三回あったから江戸時代全体を通して数えれば
かなりの回数に上るが、その番組は「寺社奉行役坐雑記」所収の「天保十二年．十三年神事能番組」、下関文書館蔵
荻山家文書「二宮神事能番組」「亀山神事能番組」、長府博物館寄託三宅家文書「文久元年・二年神事能番組」など数
年
分
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
〔５藩関係の能の催し〕
神事能だけでなく長府藩主催の催しもたくさん行われたはずだが、藩の詳細な日記などが残っていないため、具体
的な様子を知ることは困難である。藩主催の能の催しは藩主の居館で行われた。初代藩主秀元は慶長七年（一六９－）
に雄山城（櫛崎城とも言う）を築いて入城したが、元和元年二六一五）の一国一城今により城は破却され、跡地に館を構
えた。長府博物館蔵「御祝儀能之節凡之図」は天保六年（一八三五）十一月一日・二日に行われた十一代藩主毛利元義
の叙位祝賀能の様子を記したものだが、この図には能舞台と楽屋が描かれているので、創建年時は不明ながら居館に
は常設の屋外舞台があり、そこで折に触れて能が上演されていたのだろう。どの程度の頻度で能の催しが行われてい
たかは定かではないが、豊浦藩旧記所収の諸史料などからは、毎年正月五日に謡初が行われていたことや、藩主の入
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９長府藩の能楽
藩関係の催しや神事能のために、長府藩は江戸時代を通じて多くの能役者を召し抱えていた。長府藩の分限帳が数
種類現存しており、そのうち能役者が記されたものとしては最も早い時期の分限帳である『元禄年中御家中高附」と、
江戸時代が終わった直後の能役者の様子を記している明治四年の一・旧藩士族卒高取調帳』の能役者の部分を以下に拳
部祝賀能、昇進祝賀能、先祖の法事済祝儀能などが行われていたことがわかる。慰み能や接待の能なども催されてい
た
の
だ
ろ
う
。
げておく。
Ａ『元禄年中御家中高附』
大
夫
伊
藤
新
兵
街
三人扶持八石
大
夫
伊
藤
三
右
衛
門
五
人
扶
持
九
石
大
夫
藤
井
半
助
弐
人
扶
持
五
俵
脇
寅
菊
市
八
郎
四
人
扶
持
三
十
石
脇
寅
菊
礒
右
衛
門
弐
人
扶
持
五
俵
脇
加
藤
長
右
衛
門
弐
人
扶
持
五
俵
笛
長
留
門
平
弐
人
扶
持
十
俵
笛
山
村
所
左
衛
門
弐
人
扶
持
七
俵
二
長
府
藩
能
役
者
の
顔
ぶ
れ
Ｂ『旧藩士族卒高取調帳」（明治四年）
大
夫
伊
藤
小
八
三
拾
五
石
大
天
藤
井
源
吾
拾
三
石
大
夫
藤
井
半
之
助
拾
三
石
大
天
小
林
弥
十
郎
弐
拾
五
石
大
夫
三
宅
喜
兵
術
拾
五
石
脇
責
菊
治
八
郎
三
拾
五
石
脇
加
藤
久
吉
拾
九
石
脇
中
村
信
之
丞
弐
拾
五
石
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10 
笛
佐
々
部
友
五
郎
弐
人
扶
持
五
俵
脇
正
木
太
三
郎
拾
五
石
小
鼓
幸
佐
右
衛
門
弐
人
扶
持
十
俵
笛
長
冨
五
郎
右
衛
門
三
拾
石
小
鼓
幸
長
十
郎
弐
人
扶
持
十
俵
笛
佐
々
部
才
吉
拾
五
石
小
鼓
佐
々
部
徳
左
衛
門
弐
人
扶
持
十
俵
笛
村
岡
嘉
右
衛
門
拾
四
石
小
鼓
佐
々
部
椎
内
弐
人
扶
持
五
俵
小
鼓
幸
清
左
衛
門
弐
拾
壱
石
小
鼓
佐
々
部
清
吉
弐
人
扶
持
五
俵
小
鼓
佐
々
部
健
蔵
拾
五
石
大
鼓
沓
谷
新
六
弐
人
扶
持
十
俵
小
鼓
？
佐
々
部
曄
一
拾
五
石
大
鼓
沓
谷
文
人
郎
弐
人
扶
持
五
俵
大
鼓
沓
谷
甚
右
衛
門
弐
拾
弐
石
大
鼓
長
野
藤
八
郎
弐
人
扶
持
七
俵
大
鼓
今
村
安
太
郎
拾
八
石
大
鼓
今
村
五
右
衛
門
弍
人
扶
持
七
俵
大
鼓
外
川
茂
十
郎
弐
拾
壱
石
太
鼓
斎
藤
兵
助
四
人
扶
持
廿
俵
大
鼓
長
谷
川
初
蔵
拾
四
石
太
鼓
斎
藤
源
之
丞
四
人
扶
持
十
俵
太
鼓
斎
藤
源
八
郎
弐
拾
五
石
狂
言
河
野
喜
平
次
四
人
扶
持
十
俵
太
鼓
土
屋
伝
三
郎
弐
拾
壱
石
狂
言
岸
本
政
右
衛
門
三
人
扶
持
五
俵
太
鼓
土
田
隼
之
助
拾
八
石
狂
言
松
尾
弥
市
郎
弐
人
扶
持
五
俵
狂
言
松
尾
万
吉
拾
四
石
狂
言
松
尾
甚
五
郎
弐
人
扶
持
五
俵
狂
言
松
尾
甚
九
郎
拾
壱
石
狂
言
西
村
庫
一
拾
五
石
Ａは雌子方が多くＢは大夫や脇が多いといった役による人数の違いはあるものの、Ａは二十四名、Ｂは二十五名で、
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１１長府藩の能楽
江戸時代を通じてほぼ同じ程度の数の能役者が召し抱えられていたことがわかるｃ藩主の居館での能や忌宮神社・亀
山神社神事能を勤めるにあたって十分な役者が常時揃っていたのである。役者に与えられた俸禄が生活するのに十分
なものだったかどうかは定かではないが、神事能の地謡を勤める町人への指導料や、後述するように他地域へ出向い
ての指導の謝礼といった副収入もあったから、恵まれた環境だったと言えよう。豊浦藩旧記第二十一冊「御家中拝領
屋敷」には能役者の名前も見られるし、「長府名勝旧宅阯記』（史料叢書５・下関文書館発行｝には、寅菊治右術門・伊
藤三右衛門など十二名の能役者の居住地が記されており、宮ノ内・印内・亀ノ甲・天神坊といった長府の各所に屋敷
を
拝
領
し
て
居
住
し
て
い
た
様
子
が
知
ら
れ
る
。
役
者
は
世
襲
だ
っ
た
か
ら
、
代
々
続
い
た
家
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
役
者
の
家
を
役
ご
と
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
◎
は
Ａ
・
Ｂ
と
も
に
名
前
の
見
え
る
家
、
●
は
Ａ
に
の
み
名
前
が
見
え
る
家
、
○
は
Ｂ
に
の
み
名
前
が
見
え
る
家
で
あ
る
。
流
派
は
諸
資
料
に
よ
っ
て
わ
か
る
も
の
を
記
し
て
お
い
た
。
シ
テ
方
喜
多
流
◎
伊
藤
家
◎
藤
井
家
○
小
林
家
○
三
宅
家
ワ
キ
方
宝
生
流
◎
寅
菊
家
◎
加
藤
家
○
中
村
家
○
正
木
家
笛
方
森
田
流
◎
長
富
家
◎
佐
々
部
家
●
山
村
家
○
村
岡
家
小
鼓
方
幸
流
◎
幸
家
◎
佐
々
部
家
大
鼓
方
葛
野
流
◎
沓
谷
家
◎
今
村
家
●
長
野
家
○
外
川
家
○
長
谷
川
家
太
鼓
方
観
世
流
◎
斎
藤
家
○
土
屋
家
○
土
田
家
狂
言
方
鷺
流
◎
松
尾
家
●
河
野
家
●
岸
本
家
○
西
村
家
○
岩
屋
家
江
戸
時
代
を
通
じ
て
続
い
た
家
も
か
な
り
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
家
々
の
具
体
的
な
様
子
を
明
ら
か
に
で
き
る
資
料
は
極
め
て
乏
し
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1２ 
と
あ
り
、
寅
菊
家
は
豊
臣
氏
滅
亡
後
に
小
鼓
の
幸
家
と
と
も
に
西
国
に
下
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寅
菊
家
は
そ
れ
以
前
か
ら
毛
利
家
と
縁
を
持
っ
て
い
た
。
〒
室
町
末
期
の
寅
菊
と
毛
利
家
〕
長
府
藩
の
能
役
者
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
っ
た
の
が
ワ
キ
方
の
寅
菊
（
と
ら
ぎ
く
）
家
で
あ
る
。
資
料
に
よ
り
一
．
可
菊
」
「
虎
菊
」
と
も
書
か
れ
る
が
、
本
稿
で
は
資
料
の
引
用
部
分
以
外
は
「
寅
菊
」
と
表
記
す
る
。
江
戸
末
期
に
長
府
藩
家
臣
の
主
な
家
の
経
歴
を
ま
と
め
た
書
物
に
『
藩
中
譜
略
」
が
あ
る
ｃ
下
関
文
書
館
に
は
系
図
形
式
で
書
か
れ
た
一
冊
本
が
、
下
関
市
立
長
府
博
物
館
に
は
文
章
形
式
で
書
か
れ
た
三
冊
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
記
述
内
容
か
ら
ど
ち
ら
も
同
様
の
資
料
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
府
博
物
館
本
『
藩
中
譜
略
』
に
は
、
可
菊
従
古
可
菊
ト
称
ス
、
ヨ
ノ
字
未
夕
之
ヲ
審
ニ
セ
ス
コ
菊
氏
ハ
田
楽
師
ノ
旧
家
ナ
リ
、
初
メ
豊
臣
氏
ノ
楽
師
ト
為
ル
、
大
坂
―
―
在
り
、
豊
臣
氏
亡
ヒ
テ
後
チ
ヨ
菊
治
右
衛
門
卜
称
ス
ル
者
、
幸
五
郎
右
衛
門
〔
割
注
ｌ
小
鼓
ヲ
打
ヲ
業
卜
為
ス
、
家
ノ
祖
ナ
リ
〕
ト
共
二
来
リ
テ
秀
元
公
二
仕
フ
、
後
チ
ヨ
菊
氏
ハ
別
レ
テ
西
條
氏
卜
為
リ
、
幸
氏
ハ
別
シ
テ
村
岡
氏
ト
ナ
リ
、
共
二
士
籍
二
入
ル
、
然
ク
シ
其
家
相
伝
フ
ル
ノ
芸
ハ
之
ヲ
廃
ス
可
ラ
ス
、
故
一
一
．
菊
い
。
た
だ
、
い
く
つ
か
の
家
に
つ
い
て
は
手
掛
か
り
と
な
る
資
料
が
残
存
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
基
づ
き
な
が
ら
、
ワ
キ
方
寅
菊
家
、
シ
テ
方
伊
藤
家
、
小
鼓
方
幸
家
、
シ
テ
方
三
宅
家
の
様
子
を
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
氏
・
幸
氏
氷
ク
存
ス
ル
ナ
リ
三
ワ
キ
方
・
寅
菊
家
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１３長府藩の能楽
観
世
勝
右
衛
門
元
信
編
『
四
座
役
者
目
録
」
の
「
観
世
方
脇
之
次
第
」
に
「
刀
菊
三
郎
金
春
方
ヨ
リ
来
ル
人
也
」
と
あ
り
、
ま
た
「
金
剛
方
狂
言
之
事
」
に
は
「
刀
菊
七
郎
可
菊
三
郎
ガ
甥
也
」
と
あ
る
の
で
、
寅
菊
は
も
と
も
と
京
都
な
ど
で
活
動
し
て
い
た
猿
楽
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
寅
菊
が
早
く
か
ら
毛
利
家
と
縁
が
あ
っ
た
こ
と
は
「
野
坂
文
書
」
「
厳
島
野
坂
文
書
」
「
新
出
野
坂
文
書
」
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
厳
島
野
坂
文
書
七
九
五
の
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
十
二
月
十
七
日
付
「
棚
守
左
近
将
監
宛
毛
利
輝
元
書
状
」
に
は
、
御
状
令
被
見
候
、
佃
就
元
春
渡
海
ノ
儀
、
虎
菊
大
夫
同
猪
右
衛
門
尉
事
承
候
、
則
進
之
候
、
猶
自
是
重
畳
可
申
述
侯
恐
々
謹
言
と
あ
る
。
厳
島
神
社
の
神
職
で
あ
る
棚
守
房
顕
が
、
吉
川
元
春
が
渡
海
す
る
に
あ
た
っ
て
寅
菊
大
夫
と
寅
菊
猪
右
衛
門
に
関
す
る
事
柄
を
依頼したのに対する輝元の承諾の書状である。「四座役者目録」に名が見える寅菊三郎・七郎と寅菊大夫との関係は
明
確
で
は
な
い
が
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
二
月
二
十
九
日
に
観
世
大
夫
（
元
尚
）
が
父
の
大
大
夫
宗
節
な
ど
多
く
の
役
者
と
と
も
に
京
都
か
ら
下
向
し
て
厳
島
で
法
楽
能
を
行
っ
た
時
に
は
寅
菊
彦
四
郎
が
出
演
し
て
お
り
（
野
坂
文
書
一
○
二
）
、
ま
た
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
四
月十一一日の厳島遷宮能にも寅菊大夫・寅菊与一兵衛・寅菊彦二郎が出演しているから（野坂文普二○三）、京都で活動
し
て
い
た
寅
菊
家
が
、
毛
利
家
と
の
縁
が
で
き
て
厳
鳥
神
社
な
ど
で
の
毛
利
家
関
係
の
能
に
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天正十六年（一五八八）に毛利輝元が上洛した際には大坂などでの能に寅菊大夫が出演しており三毛利輝元上洛日記」）、
天
正
十
八
年
九
月
十
八
日
に
豊
臣
秀
吉
が
京
都
の
輝
元
邸
に
御
成
し
た
際
に
も
、
十
九
日
の
「
後
日
之
振
舞
之
時
之
御
能
」
で
寅
菊
大
夫
が〈難波・張良〉のシテを、寅菊次右衛門が〈実盛〉のワキ（シテは虎屋立巴）を勤めているｓ豊臣秀吉御成日記」）。寅菊は
室
町
末
期
に
は
毛
利
家
お
抱
え
の
能
役
者
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
十
月
五
日
・
七
日
・
十
日
に
、
豊
臣
秀
吉
は
自
身
が
演
じ
る
能
を
披
露
す
る
た
め
禁
中
で
盛
大
な
催
し
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
に
も
寅
菊
次
右
衛
門
が
出
演
し
て
お
り
、
初
日
の脇能〈弓八幡〉のワキッレと、二日目の脇能〈老松〉のワキを勤めている。晴れの催しに出演する機会が与えられたの
も
、
毛
利
家
と
の
縁
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
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1４ 
〔２長府藩能役者としての寅菊〕
寅菊家の後商については樹下文隆氏が「寛文記の萩藩能役者’一つの演能記録からｌ」（園文学研究資料館紀要」二
十一。平成七年三月）において、元文～安永年間に呈上された毛利藩士の由緒書である「譜録」（山口県文書館毛利家文
庫
蔵
）
や
「
萩
藩
閥
閲
録
」
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
、
詳
細
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
「
譜
録
」
に
は
寅
菊
家
の
後
商
に
あ
た
る
斎
藤六左衛門の譜録が含まれており、それによると寅菊松斎の息子の元助は彦四郎・治右衛門・自栽と名を改めている。
永
禄
十
一
年
観
世
大
夫
厳
島
法
楽
能
に
出
演
し
た
寅
菊
彦
四
郎
や
、
文
禄
二
年
の
禁
中
能
に
出
演
し
た
寅
菊
次
右
衛
門
は
、
寅
菊
松
斎
と
同
一
人
物
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
元
助
は
萩
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
斎
藤
姓
を
名
乗
り
、
元
助
の
息
子
の
斎
藤
六
左
衛
門
も
ワ
キ
寅
菊
家
は
能
役
者
と
し
て
活
動
し
た
だ
け
で
な
く
、
毛
利
家
の
様
々
な
用
務
も
担
当
し
て
い
た
ら
し
い
。
寅
菊
与
一
兵
衛
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
二
に
安
芸
国
佐
東
郡
緑
井
常
燈
領
算
用
状
の
受
け
取
り
を
担
当
し
（
厳
島
野
坂
文
書
一
七
○
四
）
、
翌
年
に
は
吉
田
兼
右
下
向
の
路
料の調達を安国寺恵瓊とともに行っている（厳島野坂文書九五五・安国寺恵玻書状）。天正六年十月十六日付の「厳島社
領
佐
西
郡
徳
分
検
見
帳
」
に
も
彼
の
署
名
が
見
ら
れ
る
（
厳
島
野
坂
文
書
一
六
六
六
）
。
ま
た
、
寅
菊
松
斎
は
文
禄
三
年
八
月
十
八
日
に
輝
元の御使いとして佐世元嘉らに荒波腰物に関する注文を出しており（厳烏野坂文書一六五八）、慶長三年（一五九八）には
ぬ
り
や
良
空
か
ら
輝
元
用
の
小
袖
を
購
入
し
て
い
る
（
厳
島
野
坂
文
書
一
七
七
六
～
一
七
七
九
）
。
ま
た
『
萩
藩
閥
閲
録
」
の
「
斎
藤
浪
江
」
の
項
に
よ
る
と
、
寅
菊
松
斎
は
厳
島
に
届
屋
敷
二
間
と
抱
分
一
一
一
間
を
所
有
し
て
い
た
。
慶
長
五
年
十
一
月
三
日
付
「
厳
島
社
社
家
内
侍
祝
者屋敷井地銭等付立」（野坂文書一七○）の「いつくしまにて松斎屋散付立事」からは、「たき小路」の屋敷三間（これ
が
抱
分
に
あ
た
る
か
）
を
休
和
・
源
三
・
与
三
術
門
尉
に
一
間
ず
つ
貸
し
て
、
十
文
あ
る
い
は
人
文
と
い
っ
た
地
銭
を
得
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
演
能
以
外
に
も
賞
菊
家
が
毛
利
家
の
た
め
に
多
様
な
任
務
を
遂
行
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
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１５長府濡の能楽
引菊治右術門ハ散楽師ノ旧家ナリ、可菊喜一郎卜称スル者ノ子、新太夫ト称シ別籍ヲ賜フヲ士一一列ス、是ヲ西條
ト為ｘ源英承ト称スル者、西條氏ノ杣ナリ、母ハ川中春悦ノ女ナリ、士籍二在り卜雌モ家芸ハ之ヲ廃セサルナ
リ、新太夫ノ子、恵三郎勝久、女子ハヲ菊治右衛門ノ妻卜為ル、勝久子無シ、中川栄次郎好澄ノ三男養子ト為ル、
新
太
夫
英
高
卜
称
ス
、
英
高
ノ
子
岩
太
郎
また長府図書館本『藩中譜略」の系図の注記には「可菊二代目治右衛門男千之允改一八郎、其子喜市郎嫡男源英承、
初。菊栄次郎、次右衛門、後以家業出精立身改西条新太夫、父可菊喜一郎、母田中春悦女」とある。これらによると、
寅菊喜一郎（分限帳などによると掌保～宝暦頃に活動）の息子の寅菊次右衛門が、家業出精を理由に士分に取り立てられ、
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。
役
者
と
し
て
萩
滞
の
能
に
出
減
し
て
い
る
。
寅菊松斎の孫が萩藩で活動していたのと同じ時期に、長府滞では嵐彌次右衛Ⅲ（商科により治右術門とも沸かれるが、
本稿では引川以外は次右衛門と表記する）が活動していた。藤村直編「長府藩分限帳」（史料叢将型下関文香館）所収の
正保四年（一六四七）の分限帳には、三十石取りの藩士の中に寅菊次右衛門の名が含まれている。室町末期に活動した
寅菊家の人々と長府藩お抱えの寅菊次右衛門がどのような繋がりを持つのかは残念ながら明らかではない。寅菊松斎
に二人の息子がいて、それぞれ萩藩と長府勝に召し抱えられたケースや、寅菊松斎以外の寅菊家の人物の後商である
ケースなども想定されるが、長府辮の寅菊家がワキ役者であり、次右衛門という寅菊家にとって由緒のある名を名
乗っていることからすると、松斎の息子の元助が士分として萩滞に召し抱えられて斎藤と姓を変えた際に、縁戚関係
にある人物や芸に堪能な人物に寅菊姓を継がせ、それが長府藩に召し抱えられることになったのではなかろうか。
長府藩における寅菊家にも似たような事例が存在している。長府博物館本一藩中譜略」の西條家の項には、次のよ
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1６ 西條姓を与えられて西條新太夫となった。これで寅菊家は絶えてしまったわけではなく、新太夫の娘が寅菊次右衛門
の妻となったと記されているように、芸の堪能な人物などと娘を結婚させることにより、寅菊家を存続させているの
である。五代将軍徳川綱吉・六代将軍徳川家宣の時代に、幕府お抱えの能役者が廊下番・土圭之間番などに次々と取
り立てられたため、急遅養子を取るなどして能役者の家を維持したのと同様の形である。長府博物館本『藩中略譜一
には、西條新太夫が寅菊姓を離れてからもワキ役者として活動したとする記事が見られる。江戸末期の記録になるが、
長府博物館寄託三宅家文書の文久元年（一八六二七月十五日能番組では、〈大仏供養〉のワキを西條岩太郎が勤めてい
る。新太夫以後の西條家の人々も、能のワキを勤められる程度の嗜みは持っていたのである。
樹下氏は前掲論文で萩藩の斎藤家が能役者として活動しながらも他の能役者とは別格の扱いを受けていたことを指
摘しているが、長府藩における寅菊家も、別格とまではいかないが、シテ方の伊藤家と同等の待遇を受けながら江戸
末期まで活動した。寅菊家の流儀は宝生流だった、長府図書館毛利家文書の「宝暦十一一一癸未御家中分限帳」には員外
の部に。、小判五両保生新之丞」とあり、長府藩からワキ方宝生流の家元に対して小判が支給されていることが
わかる。長府藩の能役者は藩主が江戸にいる時にも在国していたようだが、寅菊家の歴代は江戸に上って家元から伝
授を受けるなどの修業を積んだはずである。そして江戸滞在中に江戸城での能にワキッレとして出演する機会に恵ま
れることもあった。内閣文庫蔵一統談海」にはツレやワキッレまで記した明細な能組が多く収められており、その中
に寅菊次右衛門の二つの出演記録（どちらもワキッレを勤めた）が見られる。
①宝暦十年（一七六○）二月十三日徳川家重・家治昇任祝賀能〈紅葉狩〉シテ金剛大夫ワキ宝生新之丞
②安永九年（一七八ｇ九月五日徳川家治昇任祝賀能〈紅葉狩〉シテ金春八左衛門ワキ宝生新之丞
また高知県立図書館蔵一公義御能組』も明細な能組であり、寅菊治八郎の五つの出演記録伝ずれもワキッレ）が存
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１７長府瀧の能楽
①文化十年（一八一一一二十一月十八日若君様誕生祝儀能〈祝言・金札〉シテ喜多七大夫ワキ石寺権平
②文化十一年二八一四）九Ｎ一一十一日日光遷宮済祝儀能〈祝言・呉羽〉シテ金春八左衛門ワキ石寺権平
③文化十四年（》八脛七）一一一月一一十一日西丸奥御能〈国栖〉シテ金春大夫ワキ石寺権平
④文化十五年二八一八）五月十八日御本丸奥御能〈桜川〉シテ宝生大夫ワキ宝生金之助
（⑤文政元年（一八一八｝十月五日御本丸奥御能〈道成寺〉シテ叢生大夫ワキ宝生新之丞
責菊治八郎は文化十年から文政元年にかけて江戸城での能に出演しているから、藩主の参勤交代に同行して江戸に
上ったのではなく、修業のため長期間江戸に滞在していたのだろう。五年間にわたる滞在は長すぎるようにも思われ
るが、前述したように文化十四年に神事能縮小の通達が藩から出されているので、滞在期間を延長して江戸に留まっ
ていたのかもしれない。それにしても「宝生新之丞弟子」として寅菊家の人間がこれだけ江戸城での能に出演する機
会を与えられたことは、ワキガ宝生流家元と寅菊家との関係の深さを感じさせる。大倉三忠氏蔵「寛正五糺川原能組
ヨリ古代能組享保五年迄勧進能記」によると、享保五年〈一七一一○）一一一月十一日から五日間行われた大坂での宝生新
次郎勧進能初日にも、可菊喜一郎が出演して〈自然居士〉のワキを勤めている（シテは藤本勘兵衛）。
ワキ方宝生流は金春座ワキ方春藤家三世の三男春藤権七が正保四年二六四七）に宝生座ワキ方として別家を許され
たことに始まる。樹下文隆氏は前掲論文において寅菊と春藤との関係について考察し、春藤と寅菊とは同じく毛利家
に仕え、縁戚関係にあった可能性が強いと述べている。また表章氏は「〈観世流史〉参究（その十一一）」（「観世」平成１
－年十一月号）において室町期の寅菊は摂津猿楽鳥飼座の後身たる春藤座に属していた可能性を指摘している。下関文
在する。この能組は催しの年月や内容を記さないので、鳩山文庫蔵『触流し御能組」によって年月日と催し名を補っ
た
Ｃ 
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1８ 書館長府毛利家文書に「古キ番組扣」という能番組が所蔵されており、その冒頭には「此一冊ハ、長府。菊氏古来ヨ
リ持伝侯由二而、明治六年十月、馬関亀山社舞台一一おゐて勧進能興行之節、。菊氏ヨリ古代之番組拝見候由一一而候、
正木太三郎を以被為持候間、写し取置膜」とある。寅菊家に代々伝えられた能番組の転写本だが、これには天正十八
年（一五九○）九月十八日・十九日の毛利邸秀吉御成能、文禄二年（一五九一一一）十月五日・七日・十日の禁中能、寛永十
七年（一六四○）九月十六日の番組、正保元年（一六四四｝十月九日の番組の四極が収められている。前述したとおり前
二種は寅菊家にとって先祖の栄光を物語る重要な番組である。後二極は他に同種の番組がないためどのような催し
だったのか明らかではないが、寅菊家の人間は出演しておらず、ワキを勤めているのは主に春藤である。特に寛永十
七年の番組は、シテ今春次左衛門・ワキ春藤の〈高砂〉と、シテ今春八左衛門・ワキ六郎次郎の〈芭蕉〉という二曲だけ
が記されており、多くの曲が演じられた中から春藤家の人間がワキを勤めた曲だけを抜き出した形になっている。寅
菊家に代々伝えられた能番組に春藤が出演している番組が含まれていることは、寅菊と春藤の密接な関係を物語るよ
うに思われる。
〔１シテ方・伊藤家〕
長府藩シテ方の中心だった伊藤家についてのまとまった資料は残っていない。亀山房主人氏は寛保頃に活動した伊
藤三右衛門について、「もともとこの三右衛門は、伊藤宗智（十一一一代宗右衛門）の娘婿作左衛門が別家した長府の伊藤の
四代目の人であった」と述べている。赤間関町の伊藤家には薬種商を営む亀屋伊藤家と大年寄を勤める本陣伊藤家が
四
伊
藤
家
・
幸
家
・
三
宅
家
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１９長府瀞の能楽
ないが、シテ方伊藤一
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
とあり、この作左衛門を承応四年（一六五五）卒とする。そして以下に次のような人物の名が挙げられている。
作
左
衛
門
弟
某
新
兵
衛
長
府
太
守
え
被
召
抱
作左衛門子某作左衛門長府太守え被召抱中小性之士トナル、名ヲ要貞卜言、宮本氏ヲ名乗
作
左
衛
門
子
要
貞
之
弟
某
三
右
衛
門
長
府
太
守
え
被
召
抱
作
左
衛
門
子
三
石
衛
門
弟
某
新
兵
術
長
府
太
守
え
被
召
抱
、
手
廻
り
之
士
ト
ナ
ル
ー
ニ
右
衛
門
子
某
三
右
衛
門
父
三
右
衛
門
跡
ヲ
相
続
ス
茶
新
兵
術
手
廻
り
之
士
柏
村
氏
エ
養
子
ト
ナ
ル
、
柏
村
新
兵
衛
ト
名
乗
亀山房主人氏はこの文書に拠ったのだろう（ただしこの川緒書には三代目までしか記されていない）。この由緒書の作
成者は不審な点についてもいろいろと記しており、例えば最後の新兵術について「前之新兵術伊藤ヲ名乗シカ、宮本
ヲ名乗シカ、又は故有て柏村ト名乗シカ、其姓何レヲ名乗シカ不知」などと指摘しているように、ここに名が挙がっ
ている人物の実態はなかなかつかみにくい。また、この由緒書には三右衛門家と能との関わりがまったく記されてい
ないが、シテ方伊藤家が代々三右衛門または新兵術と名乗っていることからすると、三右衛門家がシテ方伊藤家であ
あり、伊藤宗智は亀屋伊藤家の人である。『郷土」第拓集（平成五年三月発行）に原野茂氏と安富静夫氏が紹介している
「伊藤家（亀屋）文書」は亀屋伊藤家代々の由緒書であり、これによると伊藤宗智（宗三郎興玄）は寛文七年（一六六七）に
七十六歳で没している。同文書の「末家長府伊藤三右衛門家元祖伊藤作左衛門尉」の項には、
豊前小倉細川三斎公之家臣宮本次郎兵衛二男ヲ養子トシテ宗三郎興玄娘応月妙感信女に姿セ別家セシムト言説ア
』
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2０ 
江戸時代前期に長府藩の能役者の態勢が整備されていく過程で、謡の嗜みなどがあった三右衛門家の人物がシテ方
役者として藩に召抱えられ、それが代々受け継がれて幕末までシテ方伊藤家は続いたのである。おそらくは初代の弟
の新兵衛がシテ方伊藤家としての最初の人物だったのだろう。初代作左衛門は小倉藩士の家から養子に来ており、そ
の弟までが伊藤家に入って長府藩に召抱えられたのは、役者としての技量を持っていたからなのではなかろうか。小
倉で育って謡を曙んでいた新兵術が、作左衛門の縁で長府藩お抱え役者となった可能性を考えてもよいように思う。
シテ方伊藤家に関する最も古い記録は忌宮古文書一○九『二宮御遷宮次第一で、寛文十一年（一六七一）六月一一十六
日に行われた「供養之能」に伊藤新兵術が出演して〈翁〉と〈采女〉のシテを勤めている。これは初代作左衛門弟の新兵
術か初代三男の新兵術か判断の難しいところである。また豊浦藩旧記「元禄年中御家中高附』には大夫として伊藤新
兵術（三人扶持・八石）と伊藤三右術門（五人扶持・九石）の名が見える。これは初代作左衛門の二男と三男だろう。
〔２小鼓方・幸家〕
江戸時代を通じて長府藩お抱えの小鼓役者として活動した幸家は、幸流・幸清流の家元として中央で活蹄した幸家
と関係の深い家柄であるご小鼓幸流・幸清流は宇治猿楽幸座から金春座に加入して活動した幸四郎次郎忠能を家祖と
し、その息子の五郎次郎正能が織田信長や豊臣秀背に高く評価されたことによって勢力を強めた。正能の活動につい
ては、中村格氏「乱世を生きしのいだ猿楽者たちｌ幸五郎次郎正能の場合を中心にｌ」（一観世」昭和五十二年一一一・四・
十月号、昭和五十三年二月号）などの論考があり、正能が毛利輝元の愛顧を得ていたことが明らかにされている。ワキ
方寅菊家の項で触れた氷禄十一年（一五六八）二月二十九日の観世大夫厳島法楽能には、正能も観世大夫らとともに京
都から下向して出演しており、また国立国会図書館蔵「幸正能口伝書」の「慶長十六年正能覚書」によると、正能は
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足
利
義
昭
の
内
意
を
受
け
て
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
安
芸
へ
下
り
、
輝
元
に
鼓
を
教
え
な
が
ら
義
昭
安
芸
下
向
の
た
め
に
尽
力
し
た
と
いう・正能は数年後に帰京したようだが、天正十六年輝元上洛の際には各所での演能に正能も出演しており、輝元の
愛顧が続いていた様子が窺える。
正能には嫡男久次郎友能と次男小左衛門一宗という二人の息子がいたが、友能が早世したために一宗が家督を継い
で、金春座小鼓方幸流宗家として活動を展開していく。一方、早世した友能の子の清次郎了能は、祖父正能の指導を
受けながら成長し、毛利家に出仕していたらしい。一大日本史料」元和四年う六一八）四月十二日灸には、毛利秀就
の江戸参府の際に、了能も江戸へ出立させるとの秀就の通達が掲救されている。江戸に上った丁能は、元和八年頃に
観
世
座
付
を
命
じ
ら
れ
、
観
世
座
小
鼓
方
幸
清
流
宗
家
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
幸
家
は
毛
利
家
と
関
係
の
深
い
家
だ
っ
た
が
、
長
府
藩
お
抱
え
の
幸
家
と
正
能
・
丁
能
な
ど
と
の
関
係
は
残
念
な
が
ら
明
らかではない。「三ワキカ・旗墹家」で紹介した氏府博物館本「藤中譜略」の「ｊ菊」の収では、澱匝氏滅亡後に
刮
菊
治
右
衛
門
と
幸
五
郎
右
衛
Ⅲ
が
大
坂
か
ら
長
府
に
下
っ
て
毛
利
秀
元
に
仕
え
た
と
す
る
が
、
長
府
幸
家
の
祖
と
さ
れ
る
幸
五
郎
右
術
門がどのような人物なのかは不明である。前述した幸家と毛利家の縁から見て、五郎次郎正能のことかあるいは滴次
郎了能（初名は六郎）のことを言っているのかとも思われる。また観世文庫蔵一幸精次郎家由緒書」によると丁能には
清右衛門という弟がいた。兄弟ともに毛利家に身を寄せ、兄は江戸に上ったが弟は長府に留まり、その子孫が長府幸
家
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
考
え
た
く
な
る
が
、
確
証
は
な
い
。
ま
た
同
書
の
一
村
岡
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
ｃ
村岡氏ハ幸氏ヨリ出シ、幸氏ノ祖ハ京都ヨリ来リ鼓を鼓スルヲ業と為ス〔割注之ヲ猿楽役者ト称ス〕、幸茂右
衛門宗和ト称スル者、手廻二進ミ、別二家ヲ輿ス、宗和ノ子ハ佐右衛門、女子ハ京都幸一郎兵衛二嫁ス、佐右術
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門
ノ
子
彦
右
衛
門
、
彦
右
衛
門
ノ
子
兵
右
衛
門
、
兵
右
衛
門
ノ
子
一
平
、
母
ハ
国
弘
長
兵
術
ノ
女
ナ
リ
、
一
平
幸
氏
ヲ
改
メ
テ
村
岡
ト
称
ス
、
村
岡
椎
助
是
ナ
リ
風
下
略
）
長府幸家の祖が幸五郎右衛門だとすると、幸茂右衛門は二代に当たるのだろうが、「手廻り二進ミ、別二家ヲ輿
ス」とあるのは確認できる資料がない。むしろこの頃は長府藩の能役者の態勢が整備されていく時期であり、幸家が
正式に能役者として藩に召し抱えられたことを指すのではなかろうか。茂右衛門の娘は京都の幸一郎兵衛に嫁いだと
するが、この幸一郎兵衛も不明の人物である（災府幸家歴代の中には市郎兵衛を名乗る昔もいる）。長府幸家は三代佐右
衛門、四代彦右衛門、五代兵右術門と続き、六代一平の時に士分に取り立てられて村岡姓を名乗ったが、寅菊家が西
條を名乗るようになった時と同様に、親族または弟子に幸家を継承させることによって、幕末まで小鼓方として活動
〔３シテ方・三宅家〕
寅菊家や幸家とは対照的に、江戸時代中期になってから藩お抱えの能役者となったのが三宅家である。三宅家が所
持していた記録・文書類は明治維新後も子孫に受け継がれ、現在は長府博物館に寄託されている（以下、三宅家文諜と
仮称）。これらの資料によって江戸時代の三宅家の様子を具体的に知ることができるが、中でも五十通を超える連署
長府の幸家の流儀は幸流だった。幸清次郎了能との縁からすると幸清流であってもよさそうなものだが、いつから
どのような経緯で幸流になったのかは明らかでない。忌宮神社の宝物館には「宇治幸大天五郎二郎正能（花押こと
いう銘のある鼓の胴が展示されている。この胴が神社の所蔵となった経緯も不明ながら、長府の地で幸家が小鼓役者
として活動を続けたことを偲ばせる働亟な遺品である。
を
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
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２３長府瀞の能楽 奉書（折紙に藩からの命令・連絡などを記したもので、藩の重役数名が署名する）は、お抱え役者の活動を知ることができ
る貴重な資料なので、以下に紹介しておく。なお、連署奉書には干支と月日が記されるのみで年号はないが、宛名・
著名人・内容などから年号を推定して配列し、年月日・宛名・内容の順に記載した。番号は筆者が仮に付したもので
ある。またＡ・Ｂは折紙ではなく一枚物なので番号を別にしたが、折紙奉書と同じく三宅家文書の資料であり、三宅
家の様子を知る上で必要な文書であるため加えておいた。
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明
和
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二
七
六
九
）
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．
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．
羽
府
町
紅
屋
左
助
連
役
に
召
出
し
、
二
人
扶
持
を
下
さ
る
２
（
明
和
７
．
一
七
七
○
）
子
．
３
．
５
能
役
之
者
府
外
罷
出
の
際
の
帯
刀
を
許
可
す
る
３
（
明
和
７
．
一
七
七
○
）
子
．
ｎ
．
７
能
役
者
共
身
柄
格
式
を
准
坊
主
同
並
と
す
る
４
（
明
和
７
．
一
七
七
○
）
寅
・
、
・
７
三
宅
左
助
家
業
出
精
に
つ
き
、
二
人
扶
持
切
米
一
石
二
斗
に
加
増
５
〈
安
永
元
．
一
七
七
二
）
辰
．
５
．
ｍ
三
宅
佐
助
喜
多
七
大
夫
方
へ
の
弟
子
入
り
を
承
知
す
る
６
（
安
永
５
．
一
七
七
六
）
申
。
、
。
Ⅱ
三
宅
佐
助
屋
敷
拝
領
を
許
可
す
る
７
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安
永
７
．
一
七
七
八
）
戌
・
胆
・
肥
三
宅
佐
助
家
業
出
精
に
つ
き
二
人
扶
持
切
米
二
石
に
加
増
８
（
安
永
７
．
一
七
七
八
）
戌
・
ｎ
・
昭
三
宅
佐
助
岩
井
清
右
衛
門
と
の
拝
領
屋
敷
交
換
を
承
知
す
る
９
（
安
永
８
．
一
七
七
九
）
亥
・
１
・
晦
三
宅
佐
助
・
藤
井
情
三
郎
氷
上
山
神
事
能
へ
の
参
加
を
要
請
、
（
安
永
９
二
七
八
○
）
子
・
１
．
晦
三
宅
佐
助
氷
上
山
神
事
能
へ
の
参
加
を
要
請
、
（
安
永
９
．
一
七
八
○
）
子
・
辺
．
Ⅱ
三
宅
佐
助
伊
藤
三
右
衛
門
よ
り
の
乱
伝
授
を
許
可
す
る
皿
（
安
永
、
．
一
七
八
一
）
丑
・
６
．
躯
三
宅
佐
助
・
西
村
半
七
二
宮
神
事
能
の
桟
敷
を
下
さ
る
週
（
天
明
４
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一
七
八
四
）
辰
・
皿
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三
宅
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御
用
向
能
出
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つ
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人
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切
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二
石
五
斗
に
加
増
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三
宅
佐
助
神
事
能
出
精
に
つ
き
金
百
疋
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さ
る
三
宅
平
十
郎
一
人
扶
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三
宅
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助
出
奔
し
た
藤
井
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三
郎
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領
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入
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郎
宛
）
三
宅
平
十
郎
翁
伝
授
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す
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三
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門
二
人
扶
持
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兵
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御
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御
能
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出
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つ
き
金
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疋
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る
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三
右
衛
門
三
宅
善
左
衛
門
の
江
戸
登
り
を
許
可
す
る
三
宅
佐
兵
術
息
子
善
左
衛
門
の
江
戸
登
り
を
許
可
す
る
三
宅
佐
兵
街
・
三
宅
善
左
衛
門
ほ
か
二
名
銀
二
両
ず
つ
下
さ
る
三
宅
佐
兵
術
・
三
宅
善
左
衛
門
ほ
か
一
名
金
百
疋
ず
つ
下
さ
る
三
宅
善
左
衛
門
・
宮
本
伊
右
衛
門
氷
上
山
神
事
能
へ
の
参
加
を
要
請
三
宅
善
左
衛
門
帰
参
を
認
め
仕
手
連
に
召
出
し
、
二
人
扶
持
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下
さ
る
三
宅
善
左
衛
門
二
宮
神
事
能
の
桟
敷
を
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る
三
宅
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衛
門
家
業
出
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つ
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二
人
扶
持
一
石
二
斗
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加
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三
宅
十
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衛
門
屋
敷
拝
領
を
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可
す
る
三
宅
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稽
古
所
修
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た
め
の
松
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る
三
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家
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る
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右
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宅
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三
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次
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喜
兵
衛
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宅
喜
兵
術
三
宅
喜
兵
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宅
喜
兵
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三
宅
喜
兵
衛
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宅
喜
兵
衛
三
宅
喜
兵
術
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業
出
精
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つ
き
金
面
疋
を
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さ
る
十
右
衛
門
の
跡
式
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さ
る
師家弟子入り翁伝授のため銀八十六匁・金二歩を下さる
師家弟子入り翁伝授のため銀四十三匁の拝借を許可する
師家弟子入り翁伝授のため銀四十三匁を下さる
御昇進御祝儀能出演により金百疋を下さる
家
業
出
精
に
つ
き
金
百
疋
を
下
さ
る
家
業
出
精
に
つ
き
金
百
疋
を
下
さ
る
家業出精につき二人扶持切米一石六斗に加増
家
業
出
精
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つ
き
銀
二
両
を
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さ
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き
銀
二
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る
家
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三
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家
業
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つ
き
銀
十
五
匁
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下
さ
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家
業
出
精
に
つ
き
銀
二
両
を
下
さ
る
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き
銀
二
間
ず
つ
下
さ
る
Ⅲ
（
安
政
２
．
一
八
五
五
）
卯
・
血
・
妬
三
宅
喜
兵
衛
家
業
出
精
を
承
知
す
る
兜（安政６．一八五九）未・胆・沁三宅喜丘〈衛家業出精につき銀二両を下さる
邸（刀延允・一八六○）申・皿・鉛三宅喜兵衛家業出精につき銀三面を下さる
別（文久兀・一ハレハ→）酉・血・躯三宅喜兵術家業出糀につき銀三面を下さる
Ｂ
（
文
久
３
．
一
八
レ
ハ
三
）
亥
・
２
．
ｍ
能
役
中
家
業
の
合
間
に
砲
術
稽
古
を
申
し
付
け
る
弱
（
文
久
３
二
八
六
三
）
亥
．
５
．
Ⅳ
能
役
者
中
軍
役
差
出
の
際
の
帯
刀
を
許
可
す
る
邪〈慶応元．一八六五）丑．３．羽三宅喜兵衛・藤井半之助台場出張につき銀二両ずつ下さる
師（慶応兀・一八六五）丑・皿・豹三宅喜兵術・佐々部才吉砲術稽古出糀につき銀二両ずつ下さる
船（慶応３．．ハレハヒ）卯．２．羽三宅喜兵衛砲台出糒につき銀二両下さる
これらの文諜により、能役者としての三宅家は藤木まで四代にわたったことが推定できる。初代は佐助（後に仏典
術）、二代は平十郎（後に懇左術門）、三代は十石衛門、四代は十次郎（後に灘兵術｝である。府町の商人だった初代佐助
が能役者として藩に召し抱えられた経緯は明らかでない。シテ方には伊藤家・藤井家・小林家があったが、三家だけ
では演能や町人への指導に十分に手が回らない状況だったのだろうかｃ能役者となった三宅佐助は、喜多七大夫に弟
子入りして修業を積み、次第に加増されて屋敷の拝領も許され、能役者としての地位を固めていくことになるｃ
連署奉書には十二月に出されたものが多く、それらは加増を伝えるものや、家業出精による特別手当の支給を伝え
るものである。今日のボーナスにあたるような手当が年末に支給されている点も興味深いが、柵のように「右家業心
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掛宜、数年来出精候段、被申出令承知、一段之事峡、此由可被申渡候以上」とあって金額が記されていないのは、財
政平傭から手当が支給されない場合もあったことを示すのだろう。四代の時には能役者も砲術稽古を命じられ、台場
出張や砲術稽古に対する手当が支給されている。関門海峡という海上交通の要衝に面している長府藩では、幕末の混
乱した状況の中で、能役者も警備に借り出された様子が窺える。また、辺・別では二宮神事能の際に桟敷をもらって
いる。下関文書館蔵毛利家文書『長府藩能舞台桟赦割図」を見ると、脇正面の舞台近くの桟敷に能役者の名前が記さ
れているのがわかる。役者自身は舞台に出演しているのだから、家族や関係者を招いて見物させたかと思われるが、
あるいはこの桟收を誰かに貸して収入を得ていたのかもしれない。それにしても、藩の祝儀能に出演した時にも手当
が出ているし、町人への指導に対する謝礼もあっただろうから、長府滞の能役者には生活するのに十分な収入があっ
初代の佐助だけでなく二代・三代・四代も江戸に上って家元に入門し、伝授を受けている。その際には藩から資金
援助があったものの、江戸後期の財政事情の悪化は長府藩も同様であり、簡単には許可が出なかったようだ。妬～訂
を例に挙げると、四代十次郎は〈翁〉の伝授のため天保六年に江戸に上ることになり、四月二十三日に「祝物金」とし
て銀八十六匁と金二歩の拝領を許可されたが、申請した金額よりも少なかったのか、あるいはその後に減額されたか
したようで、五月十七日付の弧には「右、未師家江弟子入翁伝授二付、祝物余拝領申付候処、減少一一而難渋仕候付、
亡父十石衛門拝領之通被下侯様願出候段、被申出令承知候、御時節柄秀願之通一一者不相成、前段之通拝借申付、当未
β十ヶ年賦にして御引取申付候条、此段可有沙汰侯」とあって、拝領ではなく拝借として銀四十三匁が下されること
となった。十次郎はその後も拝借では困ると訴え続けたようで、七月二十一日付の師で、ようやく銀四十三匁の拝領
が許可されている。四年前の天保二年にも十次郎は家元に弟子入りしているから、相次ぐ弟子入りで藩が援助を出し
が
出
て
い
る
し
、
たと思われる。
Hosei University Repository
2８ 
安
永
八
・
九
年
と
寛
政
十
二
年
に
は
氷
上
山
神
事
能
へ
の
参
加
要
請
が
出
さ
れ
て
い
る
Ｃ
氷
上
山
と
は
山
口
市
内
に
あ
る
興
隆
寺
の
こ
と
で
、
毎
年
二
月
会
に
お
い
て
神
事
能
が
行
わ
れ
て
い
た
。
萩
滞
領
内
で
の
神
事
能
で
は
あ
る
が
、
長
府
藩
の
役
者
も
し
ば
し
ば
御
脆
い
と
い
う
形
で
出
減
し
て
い
た
ら
し
い
。
山
口
県
文
沙
館
に
は
山
口
門
前
安
部
家
旧
蔵
の
『
水
上
山
年
々
御
能
組
」
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
同書には天和四年（一六八四）から文政五年（一八二二）までの氷上山神事能の番組が記されているｓ山口女子短期大学研
究
報
告
」
第
八
号
の
石
川
欄
一
氏
「
氷
上
山
神
事
能
に
つ
い
て
一
に
翻
刻
が
あ
る
）
。
年
に
よ
り
番
組
の
記
紋
方
法
に
精
粗
が
あ
る
も
の
の
、
「
長
府
御
雁
」
と
し
て
長
府
の
役
者
が
出
演
し
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
永
八
年
と
九
年
分
は
曲
名
と
シ
テ
の
名
を
記
す
の
み
で
あ
る
た
め
三
宅
佐
助
が
出
演
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
伊
藤
三
右
衛
門
が
シ
テ
を
勤
め
て
い
る
。
寛
政
十
二
年
分
は
詳
細
な
稀
組
で
あ
り
、
宮
本
伊
右
衛
門
（
長
府
滞
お
抱
え
の
役
者
で
は
な
く
、
町
人
ら
し
と
が
ワ
キ
ッ
レ
と
し
て
出
演
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
三
宅
善
左
衛
門
の
名
は
見
え
な
い
。
三
宅
佐
助
や
善
左
衛
門
は
出
演
す
る
た
め
で
は
な
く
、
伊
藤
三
右
衛
門
な
ど
の
シ
テ
役
者
を
補
助
す
る
た
め
に
氷
上
山
神
事
能
に
参
加
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
渋ったのだろうが、鍋に「右、師家江弟子入、翁伝授不仕候処、師家５弟子入之儀申造候一一付、翁伝授仕度、祝物拝
領
願
出
候
段
」
と
あ
る
か
ら
、
今
回
の
弟
子
入
り
は
む
し
ろ
家
元
側
か
ら
働
き
か
け
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
勝
が
容
易
に
資
金
援
助
を
許
可
し
な
か
っ
た
の
も
、
こ
う
い
っ
た
背
景
が
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
ｃ
十
次
郎
の
父
の
十
右
衛
門
が
文
政
十
年
に
家
元
か
ら
伝
授
を
受
け
る
際
の
文
書
で
あ
る
虹
に
も
「
右
、
師
家
六
平
太
、
隠
居
家
督
相
済
候
□
□
□
諸
国
門
弟
中
江
相
応
之
習
事
伝
授
仕
候
由
二
而
、
此
度
老
松
紅
梅
殿
、
海
人
海
中
之
舞
、
伝
授
仕
候
段
申
越
候
…
…
師
家
ら
抑
而
免
状
差
下
候
儀
二
付
…
…
」
と
あ
り
、
十
石
衛
門
は
金
子
九
百
疋
拝
領
を
願
い
出
た
が
、
結
局
は
拝
借
し
て
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
文
政
八
年
に
十
一
世
七
大
夫
が
隠
居
し
、
十
二
歳
の
嗣
子
六
平
太
が
家
督
を
継
い
だ
喜
多
家
は
、
経
済
的
な
理
由
も
あ
っ
て
か
伝
授
に
熱
心
だ
っ
た
よ
う
で
、
藩
や
三
毛
家
も
家
元
と
の
付
き
合
い
に
は
苦
労
ざ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
安
永
八
・
九
年
と
寛
政
Ⅲ
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２９長府藩の能楽
三宅家文書には連署奉書のほかにも一枚物の記録数通や能番組三種、分限帳などがある。紙数の関係で詳細に報告
することができないのは残念だが、江戸末期の長府藩の能楽を支えた家の一つである三宅家の活動を知ることができ
るだけでなく、当時の長府藩お抱え能役者の置かれていた状況を知るうえでも貴重な資料であり、三宅家の子孫に
よってこれらの資料が今日まで保存されたことを喜びたい。
江戸や大坂での能に出減した寅菊は別格としても、長府滞能役者の活動は長府藩内だけにとどまらず、九州各地に
及んでいた。特に江戸後期になってから藩外での活勤が顕著に見られるようになるが、その背離には江戸後期に諸滞
の財政状況が悪化していたことがある。お抱えの能役者を江戸に修業に行かせることは容易ではなかったはずで、交
通の要衝である長府藩から江戸で修業を菰んだ役者を招いて指導を仰ぐ方が、経費はずっと安かっただろう。財政状
況の悪化は長府藩も同じであり、長府藩能役者にとっても、藩内の演能だけでなく藩外での滅能や指導によって収入
が得られることは魅力だったと思われる。そういった状況の中で、寅菊を初めとする長府藩能役者の活動範囲は次第
に広まっていったのである。
［１平戸］
平戸藩十代藩主松浦煕は、家督を譲ってから藩士に謡・離子の稽古を奨励するようになり、そのための環境整備に
五
九
州
各
地
で
の
長
府
藩
能
役
者
の
活
動
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3０ ①弘化二年２月５日～３月９日伊藤八九郎（シテ）・長留五郎右衛門（笛）・沓谷新右衛門（大鼓）・小林清之丞（シテ）
②弘化二年、月９日～ｎ月犯日沓谷新右衛門（大鼓）・沓谷庄三郎（大鼓）・土田新吾（太鼓）・幸清之助（小鼓）
③弘化三年２月晦日～４月６日永冨五郎右衛門（笛）・幸情之助〈小鼓）・沓谷新右衛門｛大鼓）・土田新吾（太鼓）
（⑭弘化三年四月５日～ｎ月躯Ⅲ加藤大五郎（ワキ）・佐々部与市〈怖）・幸補之助（小鼓｝・沓谷新右衛門（大鼓｝・杏谷
正三郎〈大鼓）・土田新苔（太鼓）
一句弘化四年１月晦日’３月〃Ⅱ佐々部与巾（竹〉・幸市郎兵術（小妓）・幸消之助（小鼓）・沓谷新右術門（人鼓）・沓谷
正三郎（大鼓｝・土田新苔（太鼓）
⑥弘化四年、月９日～ｎ月泌日小林清之丞（シテ）・幸清之助（小鼓）・沓谷新右術門（人波）・沓谷正三郎（大鼓｝
⑰嘉永元年２月５日～４月２日斎藤源之丞（太鼓）・長留半平（笛）・幸楕之助〈小鼓）・沓谷新右衛門（大鼓）・外川新
助（大鼓）
⑧嘉永元年、月５日～、月恥日幸情之助（小鼓）・沓谷新右衛門（大鼓｝・沓谷正三郎（大鼓）
（⑫嘉永二年２月５日～３月弱日土田新吾（太鼓）※この年の冬は長府藩元祖二百回忌祝儀能のため派遣なし
（⑩嘉永三年２月５日～４月”日幸清之助（小鼓）・沓谷新右衛門（大鼓）・沓谷正三郎（大鼓）・土田新吾（太鼓）
長府藩能役者の派遣は、まず平戸藩から派遣してほしい人物についての連絡があり、長府藩で調整を行った上で平
努めた。煕は長府藩に能役者の出張指導を依頼し、弘化一一年〈一八四派）から嘉永三年（一八五○）まで、春と冬に一か
月程度、長府の役者数名が平戸を訪れて指導を行っている。その派遣に関する平戸と長府のやりとりを記録した資料
に松浦史料博物館蔵「長府御役者一件留」がある。同書に基づいて、長府藩能役者の派遣状況をまとめると次のよう
に
な
る
。
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３１長府瀞の能楽
〔２宇佐〕
宇佐八幡宮の神事能や祝儀能には中国・四国・九州各地の能役者が出演しており、宇佐神宮庁発行の「宇佐神宮抑
能明覧」によると、寛政一一年（一七九○）の神事能に大鼓の長野和兵術が出演したのを始めとして、文久元年（八レハ
ニに至るまで、さまざまな長府滞の役者が宇佐八幡宮に赴いている。
（川）寛政二年（一七九○）九月二十一日御神事能長野和兵衛（大鼓）
〈必）享和二年（一八○三九月晦日
稽古能忠左術門（ワキ）・沓谷新右衛門（大鼓）・此藤十兵衛天鼓）
一剛）文化元年（一八○四）九月二十一日御神事能忠左衛門（ワキ）・沓谷利右衛門（大鼓）・戸川新六（大鼓）
戸に向かわせている。平戸藩が希望する人物の都合が悪いため他の役者に変更されることもあった。また①の小林清
之丞のように、派遣が決まっても病気などの理由で出発が遅れる場合もあった。（秒の幸清之助は一「押掛」とされ、派
造人員に含まれなかったにもかかわらず平戸にやって来たらしく、潔年の平戸藩からの派近妥論文響には「押掛」は
困ると記されている。ただ押掛が功を奏したようで幸消之助はそれ以後正式な派遣人員として平戸藩から要請が来
ている。派遣期間は一か月から一一か月に及び、派遣人員も一人から六人とかなり幅があるが、忌宮神社や厄山神社の
神靭能に彫騨しない時刈を選んで平戸に出向いており、長府藩での減能に支障が生じることはなかったのだろう。平
戸藩も喜多流だったから長府藩は派遣を依頼するのに適当な相手であり、距離はあるものの海路を利用すれば長府と
平戸の往復はさほど困難ではなかったものと思われる。派遣された役者にどの程度の手当が支給されたのかはわから
ないが、幸治之助のように押し掛ける役者が出るくらいだから、かなり良い収入になったのだろう。平戸藩にとって
は経済的な負担は大きかったはずで幕末の混乱期に近づくとさすがに派遣要請は行われなくなっている。
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幸市郎兵衛（小鼓）・佐々部庄五郎不鼓）・長留門平〈笛）
③一文化元年（一八○四）九月二十二日御祝儀能戸川（大鼓｝・沓谷新右衛門（大鼓）・準線右術門（小鼓）
幸市郎兵衛〈小鼓）
⑤文化五年（一八○八）九月二十一日御神事能沓谷新右衛門〈大鼓）・幸善右衛門（小鼓）・長屋八左衛門（太鼓）
⑥天保六年（一八一一一五）九月二十一日御神事能沓谷記内（大鼓）・幸消之助（小鼓）
⑰天保八年（一八三七）九月一一十一日御神事能沓谷新右衛門（大鼓）・幸清之助（小鼓一
一⑧天保十年（一八．一元｝九月二十一日御神事能沓谷新右衛門（大鼓）
⑨安政三年（一八（六）八月二十九日御祝儀能虎菊次右術Ⅲ（ワキ）・杏谷甚左術Ⅲ｛人鼓）・幸消之助（小鼓）
⑩文久元年（・八六一）不明、水富五郎兵衛一鮪）．此藤源之蒸（太鼓）
⑩安政五年（一八派八）十月二十一日御神躯能藤嶋友槌（狂言一
脚祝儀能幸清之助（小鼓）・長瀞門平（怖）
長府藩のシテ役者は出演しておらず、ほとんどが聡子方である。⑨の「二之御殿御柱立御祝儀能」に寅菊次右衛門
が出減して〈紅葉狩〉のワキを勤めたことについては次項に述べる。宇佐八幡宮の能では宇佐能大夫を始めとする地元
の役者のほかに様々な地域の役者が共演している。長府藩の雛子方にとって、普段とは異なる役者を相手にすること
は極めて刺激的な事だったろう。西日本各地で活動する能役者は日頃どの程度交流があったかは明らかではないが、
指導を仰いだり出演を依頼したりといったネットワークが存在したはずで、宇佐八幡宮はそのネットワークの中でも
重要な位置を占めていたのではないかと想像される。
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〔３中津〕
安政三年の宇佐八幡宮での祝儀能は「中津より奉納」とされ、中津の大貞八幡宮の神事能を勤めていた役者（町人）
も
出
演
し
て
い
る
。
そ
し
て
寅
菊
次
右
衛
門
は
中
津
の
ワ
キ
方
の
師
範
も
務
め
て
い
た
。
嘉
永
元
年
二
八
四
八
）
衛
藤
清
助
宗
寛
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
中
津
藩
の
記
録
で
あ
る
「
市
令
録
一
巻
之
七
の
「
大
貞
神
能
之
部
」
に
、
「
同
（
文
政
九
年
．
一
八
二
六
）
十
月
長
州
御
役
者
寅
菊
次
左
衛
門
一
、
宝
生
流
ワ
キ
方
右
之
も
の
此
度
当
地
師
範
へ
相
頼
、
宝
生
流
へ
転
流
被
仰
出
候
」
と
あ
る
。
そ
れ
ま
で
黒田藩ワキ方の船津権十郎に師範を頼んでいたが、不参続きだったため、寅菊次右衛門（次左術門とあるのは誤りだろ
う
）
を
師
範
と
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
れ
を
機
に
流
儀
も
宝
生
流
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
安
政
三
年
の
宇
佐
八
幡
宮
祝
儀
能
の
〈
紅
葉
狩〉でワキッレを勤めた中嶋屋虎之助・橋本屋熊次郎など八人の役者は、いずれも寅菊次右術門の指導を受けた中津
の
町
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
〔
４
豊
後
高
田
〕
長
府
藩
能
役
者
の
師
範
と
し
て
の
活
動
は
豊
後
高
田
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
「
長
府
御
役
者
一
件
留
』
の
弘
化
三
年
七
月
五
日
付
の
文
当
十
月
早
水
父
子
一
同
出
抜
ケ
候
儀
出
来
不
仕
由
二
而
、
当
地
脇
方
可
菊
治
右
衛
門
私
共
一
同
二
罷
出
候
様
申
談
呉
候
様
仰
付
奉
畏
候
、
早
速
治
右
衛
門
江
面
談
仕
、
委
細
申
間
候
処
、
兼
而
豊
後
高
田
表
取
立
仕
来
候
、
尚
又
当
十
月
二
者
同
所
神
事
能
之
節
道
成
寺
御
座
候
様
申
来
侯
、
左
候
得
者
治
右
衛
門
取
立
之
者
相
勤
候
二
付
、
別
而
罷
越
不
申
候
而
者
相
調
不
申
侯
、
右
二
付
当
十
月
之
処
、
其
御
地
江
罷
出
候
儀
出
来
不
仕
候
間
、
私
共
β
宜
敷
御
断
申
上
呉
候
様
申
出
候
、
此
段
被
仰
上
可
被
下
侯
、
孤
又
半
平
江
茂
御
書
面
之
通
委
細
申
聞
候
処
、
半
平
儀
も
豊
後
高
田
表
占
引
菊
同
様
申
来
居
候
、
左
候
得
者
半
平
儀
茂
高
田
表
江
罷
越
不
申
候
而
者
出
来
不
グ
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仕候二付、是亦当十月之処ハ其御地江参上仕候儀出来不仕候間、宜御断申上呉候様申出候間、此段被仰上可被下
候、尤半平儀者高田表江道成寺相止メニも相成候段申来候者、其節二相成其御地江罷出可申侯様申Ⅲ候得共、弥
治定二者相成兼候問、此段為念申上置候、且又地謡之人柄吟味仕差上度、猶々心配仕居候得共、外二相応之人柄
無
御
座
候
得
共
、
追
々
吟
味
出
来
仕
候
ハ
、
、
幸
便
之
節
早
々
可
申
上
侯
十月の出張指導に関する調整を行っていた幸清之助（小鼓）と沓谷新右術門（大鼓）が平戸藩の篠原源石術門に宛てた文
耕で、平戸藩からは寅菊次右術門・長耐半平・幸消之助・沓谷新右術門・杏谷庄三郎・上田新苔の六名の派逝を要請
してきたが、寅菊次右衛門と筋力の長富半平は豊後高田へ行く用事があるため困難であるという返答が記されている。
この記事により、寅菊次右衛門が豊後高田でもワキの指導を行っていたことがわかる。長篇半平が豊後高田に赴くの
は指導役としてなのか出演者としてなのか、この記事だけでは不明確である。寅菊次右衛門は結局一度も平戸藩に出
向
い
て
い
な
い
か
ら
、
ワ
キ
の
指
導
者
と
し
て
か
な
り
多
忙
だ
っ
た
ら
し
い
。
〔５長崎〕
長府洲能役者の活動は長崎にも及んでいた。幕府の直糖地だった長崎では地役人として能役者が存在しており、能
大夫早水氏を中心として、いわば町お抱えの役者として、諏訪神社能舞台で行われた神事能千月）や祝儀能に出演し
ていた。長崎県立長崎図書館蔵『諏方社神事祭礼提要」によると、天保九年（一八三八）八月二十七日に徳川家慶将軍
宣下祝儀能が行われ、〈翁〉早水一学、〈高砂〉本城、〈忠度〉一学伸助之進、〈竜田〉本城、〈道成寺〉｜学、〈祝言岩船〉が
上演された。同脅にはこの催しについて「脇師長府住虎菊次右衛門始数人長府より参勤、見物人鯵し」と記されてい
るので、寅菊次右衛門ほか数名の長府滞能役者が長崎を訪れて能に出減したことがわかる。はるばる長崎まで出向い
～ 
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忌宮神社・勉山神社の神事能を中心として、長府藩お抱えの能役者がどのような活動を展開したかを考察した。そ
の減動は長府藩以外の地にまで及び、他緋において指導的な役割を果たしたことも明らかになった。その背餓には、
長府藩の能役者が江戸で伝授を受け、中央の能役者としっかりした関係を結んでいたことや、艮府藩が海上交通の要
衝にあって様々な藩との交流を持っており、またどこへ行くにも便利な場所に位置していたたことなどがある。神事
能への出演などを通して町人も謡や聡子を習う機会を持ち、能楽愛好の風潮が強く根付いていたことも長府藩の能楽
の
特
色
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
明治維新によって幕府や藩に召し抱えられていた能役者は禄を失って廃業・転業を余儀なくされたが、長府藩の場
合もそれは同じだった。長府藩能役者の中心的存在だった寅菊家も、『古キ番組扣」の注記によって明治六年までは
長府にあって能役者として活動していたことが知られるが、その後の動静は不明である。明治期の下関の様子を伝え
る福井正満著一背の跡一一」（遠操会叢書第八。昭和十》年刊。昭和六十年に史料叢書訂として一から一巨一までまとめて下関
た理由は明らかではないが、この日に〈道成寺〉が上演されていることと関係があるように思われる。寅菊次石衛門は
〈道成寺〉のワキを自身で勤めたか、あるいは豊後高田の場合と同様にワキを勤める役者の指導にあたったのだろう。
〈道成寺〉は、シテはもちろんワキや蝿子方にとっても難しい点の多い演目でワキを演じるにあたっても、しかるべ
き役者から正式に伝授を受ける必要があったはずである。次右衛門は江戸に上って家元のもとで修業を積むなどして
他のワキ役者を指導できる立場にあったため、このように九州各地で指導者として活躍することになったのだろう。
お
わ
リ
に
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擁ひ、下関の街を一
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
文書館から両刊）には「維新後はそんな沙汰どころで無く長府藩の役者達は大部分、竹寵を編み於ぼえ、自分がこれを
膳ひ、下関の街を売りあるくなど、見じめの生活をする有様であった」とある。新たな職を求めて他の地に移った者
維新後の混乱も落ち着いて能楽復興の気運が見え始めると、亀山神社能舞台で能の催しが行われるようになった。
『背の跡」や亀山房主人氏前掲論文によると、明治二十八年には日清戦役戦捷祝賀祭の奉納能が行われ、博多の梅津
只園などが能を演じた。翌年には熊本の友枝一一一郎父子が〈満仲・望月・海士〉などを舞っている。明治三十五年からは
ほぼ毎年のように能の催しが行われていたらしい。亀山神社能舞台は第二次大戦中に焼失してしまったが、昭和二十
八年に橋岡久太郎・橋岡久馬・角栄次郎が出演して戦後第一回の演能が行われた。「亀山能」は昭和四十四年に下関
市指定無形文化財となり、現在でも毎年十月に亀山能楽会主催で亀山神社儀式殿において行われている。財政的には
困難な状況らしいが、旧長府藩地域での唯一の演能だけに、亀山能が長く続くことを祈りたい。
【付記】
本稿を成すにあたり、山口県文書館、下関文書館下関市立長府図書館）、下関市立長府博物館には資料の閲覧に関
して多くの便宜を賜った。また長府図書館の諸井耕一一氏、長府博物館の古城春樹氏、亀山八幡宮宮司の竹中恒彦氏に
は様々なご教示を賜った。記して感謝申し上げる。
本稿は科学研究費基盤研究（Ｂ三１）「中世から近世にいたる都市と能楽の関係についての総合的研究」（平成ｎ年度
～平成Ｍ年度。共同研究）による成果の一部である。
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